
応用線形代数—第４回レポート

東京工業大学　情報理工学院　数理・計算科学系
福田光浩

２０１６年度 第１クォーター

提出〆切　４月２２日（金） １６時４０分まで

レポートボックス５ー２　応用線形代数

以下のように行列Aとベクトル bを定義する．

A =


2 1 4 3

3 0 1 3

1 3 2 −1

5 1 −2 3

 , b =


0

−6

5

−15


1. 線形方程式系Ax = bの解をGaussの消去法，もしくはGauss-Jordanの消去法を用いて求めよ．

2. 行列Aの行列式を求めよ．
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